
平成28年度

文化芸術事業企画(案)



款

大事業

平咸28年度企画書(文化芸術交流事業事務)

10教育費

目的

13美術振興事業費

・近隣市町村との交流を図り、情報収集や意見交流を行い、新たな文化芸術の視点を取り入れる。
・近隣市町村と共同で行うことで広域的なネットワークづくりを行う。
・古賀市の誇れる文化芸術資源を市内外に積極的に発信する。

対象

項

中事業

実施日

市民

6社会教育費

1文化芸術振興事業

9月頃
(1日)

11月下旬(1日)

11月下旬~12月上旬
(10日程度)

日時
(予定)

目

小事業

【文化講演会】
粕屋郡の1市7町、福津市、宗像市の希望市町村で開催される講演会。平成27年度より開始。

【福岡 1ブロック芸文のつどい】
粕屋郡の1市7町、福津市、宗像市の持ち回りで、毎年開催されている芸能部門の発表会。毎年古賀
市~3団体(10人~20人功ミ出演する。

【粕屋地区美術展】
粕屋郡の1市7町の持ち回りで、毎年開催されている芸術部門の展示会。毎年古賀市から30点~40
点の出品をしている。市民から広報を通して作品公募し、出品する。

文化協会へ事務委託。

文化講演会

「船原古墳埋納坑から
出士した馬具について」

内容

8文化芸術費

福岡 1ブロック
「芸術文化のつどい」

下記のとおり

糟屋地区美術展

古賀市生涯学習センター多目的室

近隣市町村の文化芸術にっいての情報の収集、そして意見交換の出来る貴重な機会であり、古賀市
が誇れる宝を市外に発信する機会でもあるとともに、古賀市の文化度を測る基準にもなり、近隣との
広域的なネットワークづくりにもなる。しかし、市民への知名度は低く、市民公募をするうぇでさらなる浸
透が必要である。

ボスター・チラシ等での周知やHPを使った周知を積極的に行い、さらなる市民の文化芸術の意識の向
上を行っていきたい。

会場

宇美町中央公民館

13委託料

レスボワール久山

H27年度予算額

140,000円

細三Π

5その他委託料

合計

古賀市の個性を起こす

21文化協会文化事業費委託

細々節

予算根

予算額

140,000

140,000

今ある宝を再認識する

H28年度予算額

文化芸術振興事業委託事業(文化芸術交流事務)140,000円

備考

140,000円

根拠

行政がおこす 長期

内
容

展
望

節



款

大事業

目的

平咸28年度企画書(公共施設美術品展示)

・市庁舎市民ホールに絵画等の展示を行い、潤いのある空間を演出し、文化芸術振興を図る。
・文化芸術資源の活用をし、魅力を広く伝えられるよう積極的に発信する。

対象

13美術振興事業費

10教育費

実施日

4月~4月末

市民

項

中事業

5月~5月末

6月~6月末

6社会教育費

1美術振興事業

7月~7月末

8月~8月末

日時
(予定)

9月~9月末

目

10月~10月末

小事業

展示予定作品

年間通して1力月半ごとに絵を交換

11月~11月末

8文化芸術費

12月~12月下旬

1月上旬~1月末

2月~2月末

糟屋美術展入賞作品
MOA美術展大賞作品

古賀寛成館高等学校デザイン部作品

3月~3月末

糟屋美術展、MOA子ども美術展、古賀市子ども美術展等、近隣で開催された美術展で受賞した古賀
市民の作品を展示。1ケ月ごとに作品を入れ替え、合計12回の絵画の交換を行っている。

鑑賞してもらう喜びゃ、鑑賞する楽しみを感じてもらい、作品出展や創作への意欲を高め、更なる文化
芸術活動の促進につなげる。

れ需用費

H27年度予算額

細負行

89,000円

1消耗品

古賀市こども美術展市長賞

古賀市の個性を起こす

合計

細々節
1消耗品

予算根拠

今ある宝を再認識する
眠った宝を起こす

予算額

備考

250,000

250,000

H28年度予算額

2

250,000円

行政がおこす
行政がおこす

額装等消耗品

根拠

長期
短期

内
容

Σ三

展
望

節



款

大事業 12文化芸術振興事業費

10教育費

目的
・古賀市で行われているグレードの高い舞台芸能、芸術作品の発表・鑑賞の機会を提供し、歴史深い
芸能文化や文化芸術への興味関心を深める。
・伝統的な芸能・芸術の技能、能力、知識を、発信、伝承、還元するための機会の充実を図る。

平成28年度企画書(芸術祭)

対象

項

中事業

実施日

市民

6社会教育費

1文化芸術振興事業

5月中旬

内容

舞台芸能

目

日時
(予定)

小事業

8文化芸術費

指導者・師匠クラスのグレードの高い展示・舞台演技を、無料で鑑賞できるとともに、郷土芸能や昔か
ら引き継がれてきた文化に触れることが出来る。
舞台芸能では、特別ゲストおよび市民ゲストの演技披露がある。
文化協会への委託事業。

作品展示

本番舞台発表(リーパスプラザ大ホール)(1日)

スケジュ・上ル

個別りハーサル(2日)

5月中旬

本事業を通して、芸能、芸術に興味関心をもつ市民の増加、また、本事業が若い世代との交流の場と
なり、次世代への引継ぎにつながることを目指す。そのためには更なる周知が必要であり、まだまだPR
面では改善の余地が見られる。フリーペーパー等の情報誌を積極的に活用する。
展示の出展が減少している傾向にあるので、出展者の発掘が必要である。委託先である文化協会も
新しい取り組みを行っており、今後、更なる盛り上力刈が期待できる。

舞台仕込み(1日)

本番作品展示a週間)
(リーパスプラザエントランスロビー)
(サンフレアこが 2階ギャラリー)

(生涯学習センター)

作品搬入a e)

13委託料

H27年度予算額

作品搬出(1印

700,000円

細節

5その他委託料

合計

古賀市の個性を起こす
誇りをおこす

1文化協会文化事業費委託

細々負行

予算根拠

予算額

700,000

今ある宝を再確認する

700,000

備考

H28年度予算額

700,000円

文化芸術振興事業委託事業(芸術祭) 700,000円

3

根拠

行政が起こす
行政がおこす

長期
短期

内
容

ΣΣ

展
望

節



款

大事業

目的

12文化芸術振興事業費

10教育費

'古賀市で文化芸術活動をおこなう個人や団体を積極的に活用し、古賀に根付く多彩な文化芸術の魅
力を発表・鑑賞・体験する機会を提供する。
'発表する機会を提供し、日々の活動を促すことで、文化芸術の根付きを促進する。

対象

平成28年度企画書(文化祭)

項

実施日

中事業

市民

6社会教育費

1文化芸術振興事業

11月中旬~下旬

内容

日時
(予定)

舞台芸能

目

小事業

8文化芸術費

古賀市で活動する市民の展示・舞台演技を、3日間無料で鑑賞できるとともに、郷土芸能や昔から引
き継がれてきた文化に触れることが出来る古賀市最大の文化の祭典。'
文化協会への委託事業。<<゜

作品展示

11月中旬~下旬

スケジュール

リハーサルa e)

仕込み、舞台準備(1助

本番舞台発表(3日)
(リーパスプラザ大ホール)

市民が参加しやすい、興味を引きゃすい企画を考えていく。市最大の文化の祭典なので、市全体で盛
り上がるように特色あるイベントにしていきたい。また、多くの市民が参加,鑑賞.体験することで、より
身近に文化芸術を感じてもらい、市民全体に文化芸術振興の意識付けを拡げていく。

本番作品展示(1週間)
(リーパスプラザ大会議室・ロビー)

搬入(1日)

13委託料

搬出(1日)

H27年度予算額

5その他委託料

細三n

800,000円

古賀市の個性を起こす
誇りをおこす

合計

1文化協会文化事業費委託

糸田々an

予算根拠

今ある宝を再認識する

予算額

800000

備考

800,000

H28年度予算額

文化芸術振興事業委託事業(文化祭) 800,000円

800,000円

4

行政がおこす
行政がおこす

根拠

長期
短期

内
容

ΣΣ

展
望

節



款

大事業

平成28年度企画書(地域の魅力発見講座)

目的

12文化芸術振興事業費

10教育費

'地域での文化芸術活動の活性化をめざし、公民館や新たな活動場所を開拓する。
'文化芸術活動を行う個人や団体を、行政が行う事業に積極的に活用する。
'古賀市が誇る文化芸術に関する知識、技能、能力を後世に引き継ぐため、発信、伝承、還元する機ム
の提供と共に、子どもから大人まで幅広い世代の地域に文化芸術活動を推進する人材を掘り起こし、
育成する。」'

対象

項

実施日

中事業

10月

市民

6社会教育費

3文化芸術人材育成事業

①地域で活躍している方を講師とする。
②その地域の公民館を使うことで、市民に地域の公民館に親しんでもらい、新たな活動場所として開拓
する。

③公民館内だけで講座をするのではなく、地域を歩き回ることで、地域の魅力を再発見してもらう。
定員先着20名"゜
その他会場までは市のバスで向かう。駐車場が少ないため、歩きまたは自転車のみ現地集△を可。

目

小事業

日時
(予定)

まだ立ち上がって2年目の企画ということもあり、市民に認知されていない。参加者の評価はとても高い
ので、行政区や別事業などを通して広く周知を行っていく。新しい講師の発掘を積極的に行い、人材の
リスト化を目指す。古賀市で行われている素晴らしい活動を後世へ引き継ぐために、継ぎ手を育成す
る。

8文化芸術費

内容

未定

8報償費

年間3回

14使用料
及び

賃借料

H27年度予算額

細三Π

2講師謝礼

83,900円

10会場借上料

れ需用費 4印刷製本費

糸田々且Ⅱ

1講師謝礼

予算根拠

1会場借上料

古賀市の個性を起こす

環境づくり

合計

1会場借上料

予算額

1印刷製本費

30,000

H28年度予算額

4,500

83,900円

6,000

講師謝礼 2,500円 X3回X4人

今ある宝を再認識する
眠った宝を起こす

43,400

備考

根拠

83,900

会場費 1,500円 X3回

空調機使用料 400円X3回X5時間

印刷製本費チラシ 43,400円

5

行政がおこす
行政がおこす
行政がおこす

長期
長期
長期

内
容

一
一
一

展
望

一
一
一

節

三



款

大事業

目的

10教育費

14音楽振興事業費

平成28年度企画書(サロンコンサート)

・音楽を身近に感じてもらい、興味関心を高める。
'生の演奏を気軽に、定期的に発表・鑑賞ことができる機会を提供し、潤いある文化都市を目指す。

対象

実施日

項

5月

中事業

市民

6月

6社会教育費

1文化芸術振興事業

7月

タイトル

9月

10月

11月

日時
(予定)

目

12月

小事業

1月

月1回(4月、 8月を除く) 13念0~15:00

出演団体

2月

未定

3月

カフ工で聞くような、気軽でりラックスしながら聴けるコンサート。
出演者についても広報等で公募し、音楽発表してもらう。
文化協会への委託事業。

現在、発表者の市民公募に対する応募がほとんどない。大きな舞台での発表ではなく、身近で、発表しや
すい機会は少ないので、市民の誰でも気軽に聴いて、見て、発表できるコンサートにするために公募を
行っていることにっいてさらなる周知が必要である。ー'

未定

会場

13委託'

生涯学習センター
エントランスロビー

H27年度予算額

細三Π

5その他委託料

250,000円

古賀市の個性を起こす
誇りをおこす

1文化協会文化事業費委託

合計

細々節

予算根拠

予算額

今ある宝を再認識する

250,000

250ρ00

備

H28年度予算額

化芸術振興事業委託事業(サロンコンサート) 250,000

250,000円

6

行政がおこす
行政がおこす

根拠

長期
短期

内
容

三Σ

展
望

節



款

大事業

10教育費

14音楽振興事業費

目的

平成28年度企画書(童謡まつり)

'出演する市民を公募することで、受け継がれてきた童謡の魅力を幅広い世代に伝える。
'子どもたちにも童謡を発表・鑑賞する機会を提供し、日本に根付く童謡を次世代へ引き継ぐ。

対象

項

中事業

実施日

市民

平成29年2月下旬

6社会教育費

1文化芸術振興事業

市民公募で参加者を募り、数十団体及び幼稚園・保育園が出演し、ステージで童謡を発表する。
コンクールには約20名程度出場し、小学生以下の児童が課題曲と自由曲を歌って競う。

日時
(予定)

目

小事業

8文化芸術費

スケジュール

童謡まつり本番(リーパスプラザ大ホール)(1日)

仕込み(1日)

童謡まっりでは、ステージでの発表だけでなく、優秀者には表彰が行われる。子どもたちにとって
は、公の舞台で発表する貴重な機会であり、また、表彰されることで、自信がっき厶後の文化芸術
活動への足がかり1こなる。'ー'」'円"
子どもだけでなく、大人になれぱさらに童謡にふれる機会は少なくなる。本事業はすでに市民に浸透
しており、実施体告小応募数・観客数共に非常に安定しており、いい状態にある。福岡でも童謡まっり
を行っている自治体はそう多くはないので、古賀の特色として今後も続けていきたい。

平成29年2月下旬

リハーサル(2日)

13委託料

H27年度予算額

1,330,000円

細a行

5その他委託料

古賀市の個性を起こす
誇りをおこす

合計

21文化協会文化事業費委託

糸田々且0

予算根拠

予算額

今ある宝を再認識する

1,330,000

H28年度予算額

備考

1,330,000

1,330,000円

化芸術振興事業委託事業(童謡まつり)1,330,000

7

根拠

行政がおこす
行政がおこす

長期
短期

内
容

二1

展
望

節



款

大事業

目的

10教育費

12文化芸術振興事業費

平成28年度企画書にども美術展)

'学校と連携を図り、子どもたちが文化芸術にふれる機会と、子どもたちの作口にふれる機厶を提供す、ー、ノ、、ロロ、ノ、

'子どもの文化芸術に対する感性を育み、子どもの視点を取り入れた文化芸術振興を図る。

対象

項

市内在住の小中学生

中事業

実施日

6社会教育費

平成29年2月下旬

1文化芸術振興事業

日時
(予定)

小中学校の児童'生徒の作品を募集し、審査を行い、特に優秀だった作品を展示,表彰する。

目

小事業

すでに学校には浸透している事業となっているが、出展数が少ない学校もあるため、呼びかけを繰り長し
行い、平等に児童・生徒が参加できるよう促す。ー"
また、より多くの人が子どもたちの伸びゃかな感性に触れ普段とは違う視点から絵画を楽しんでも'・
らるよう、子どもを通してその家族、親族、友人などにも周知してぃく。
文化協会への委託事業。"゜゜

8文化芸術

作品展示(サンフレアこが 2階ギャラリー)a週間)

スケジュール

平成29年2月下旬

作品搬入(1日)

作品搬出a e)

H27年度予算額

13委託料

270,000円

細an

5その他委託料

合計

糸田々且Ⅱ

古賀市の個性を起こす

コ文化協会文化事業費委託

予算根拠

予算額

H28年度予算額

270,000

270,000

眠った宝を起こす

備考

270,000円

文化芸術振興事業委託事業にども美術展) 270,000円

8

根拠

行政がおこす 短期

内
容

展
望

節



款

大事業

平成28年度企画書(レッツトライ!プロジェクト)

12文化芸術振興事業費

10教育費

目的

'文化振興を担う人材の支援として、既存の団体の活性化と新しい団体の創生を支援する。
'古賀市において活動する団体の交流を行い、お互いに認め合い、高めあえるよう、団体間のネット
ワークを広げる。
・団体の自立を支援する。

対象

項

古賀市を拠点として活動する
文化芸術活動団体

中事業

実施日

6社会教育費

3文化芸術人材育成事業

8月~10月

①古賀の眠っている宝を起こす・探す
②見っけた魅力をもとに、文化芸術をいかしてどのように活用できるかみんなで話し合う。
③実際に助成金の申請舎を記入し、提出する。゜゜

開催事業

目

日時
(予定)

小事業

8文化芸術費

古賀市の文化芸術を盛り上げたい、古賀市を盛り上げたい、そんな思いを抱いてぃる市民と古賀市で
活動している個人・団体をつなげる。

古賀市のまだ眠っている宝を、文化芸術という方法で、掘り起こし、周知し、引き継いでいきたい。
本事業は平成25年から開始し、3年間を通して、具体的な助成金の申請の方法の指導や、実際に助成
金を獲得しての事業実施も行われてきた。、団体育成から次のステップとしてそろそろ個人の育成に移
行し、コーディネーター、文化芸術の火付け役を育成する講座をしたい。

文化芸術の振興を担う人材育成

年間3回

内容

8報償費

H27年度予算額

8報償費

175,500円

れ需用費

細Rn

1報償費

2講師謝礼

4印刷製本費

32コーディ才、ーター謝礼

糸田々且Π

合計

1講師謝礼

予算根拠

1印刷製本費

予算額

古賀市の個性を起こす
環境づくり

12,500

120,000

H28年度予算額

43,000

175,500円

175,500

コーディネーター 2,500円 X 5回

備考

眠った宝を起こす

根拠

講師謝礼 30,000×4回

印刷製本費チラシ 43,000円

9

行政がおこす
行政がおこす

長期
長期

内
容

1

展
望

1

節



款

大事業

10教育費

12文化芸術振興事業費

目的

平成28年度企画書(アート・バス)

小中学生を対象に、本物の文化芸術の鑑賞や学芸員等専門家、アーティストとの交出を'甬し、文化芸
術の担い手の育成に寄与する。"

対象 古賀市内小中学校児童・生徒

項

中事業

実施日

6月下旬(半日)

6社会教育費

7月下旬(半印

3文化芸術人材育咸事業

9月下旬(半日)

12月上旬(半印

舞の里小、千鳥小、花見小

古賀中、古賀北中、古賀東中

対象

2月下旬(未定)

日時
(予定)

目

花鶴小、古賀西小、古賀東小

小事業

中学生の参加が極端に少ないので、 広報等を活用し、広く周知をしていくとともに、学校とも協力し、生
徒への呼びかけを行っていく。
違う視点で鑑賞する方法を学んでもらい、芸術をもっと楽しんでもらえるように工夫する。
また、ボランティアとともにアイディアを出し、ともに学べるよう、しっかりと打△せ、反省を行っていく。

古賀市内の小・中学生(参加希望者)をバスに乗せて、近隣の美術館に連れて行く。

8文化芸術費

青柳小、小野小

大人アート・バス

会場

下記のとおり

福岡市美術館
福岡県立美術館
アジア美術館

8報償費

H27年度予算額

14使用料
及び

賃借料

148,400円

細an

内容

1報償費

1使用料

企画展および

常設展示を鑑賞

5駐車場
有料道路使用料

糸田々且Π

21スタッフ謝礼

5駐車場
有料道路使用料

21美術館等入場料

予算根拠

1駐車場・

有料道路使用料

予算額

50,000

合計

1駐車場・

有料道路使用料

古賀市の新しい魅力を興す

78,000

H28年度予算額

148,400円

12,400

スタッフ謝ネL I,000円 X5回 X I0人

8,000

美術館入館料 1,200円 X5回X13人

根拠

148,400

有料道路使用料 620円X5回X2台X2(往復)

人にやさしいまちづくり

備考

駐車場利用料 200円X5回X2台X4時間

10

行政がおこす 短期

内
容

展
望

節



款

大事業

10教育費

目的

12文化芸術振興事業費

平咸28年度企画書信十画管理事務)

・文化芸術振興計画を様々な機会に啓発を行い、文化芸術に関する意識啓発を行う。
・古賀市文化芸術振興条例に基づき、文化芸術審議会を設置し、古賀市文化芸術振興計画の進捗管
理を行い、古賀市の文化芸術振興を図る。

対象

項

実施日

中事業

5月(数時間)

審i義委員

6社会教育費

4文化芸術振興計画
管理事務費

10月(数時間)

2月(数時間)

第1回文化芸術審議会

内容

目

日時
(予定)

小事業

第2回文化芸術審議会

8文化芸術費

古賀市文化芸術振興計画とアクションプランに基づいて、進捗管理を行っていただく。

第3回文化芸術審議会

年度初めに年間の活動予定を報告、次年度予算の編成前に前年度事業の実施報告を行い次年度予
算について検討していく。また、年度末には前回の審議会の意見を踏まえた予算の報告を行い、次年度
に繋げていく。30年には、5年間の進捗状況の報告を行い、審議を受けることとなる。

*突発的な協議のための予備日(1日)を含める。

年間3回(1回2時間程度)

委員委嘱・年間スケジュール

スケジュール

前年度の事業報告・来年度予算検討

1報酬

H27年度予算額

9旅費

細三P

365,600円

12役務費

2委員報酬

1費用弁償

来年度計画

1通信運搬費

41文化芸術審議会委員 9人

細々節

予算根拠

合計

1通信運搬費

予算額

270,000

H28年度予算額

90,000

環境づくり

365,600円

文化芸術審議会委員 7,500円X4回X9人

5,600

文化芸術審議会委員(日当) 2,500円X4回X9人

365,600

備考

行政がおこす

根拠

文化芸術審議会案内 140円XI0人X4回

Π

長期

内
容

展
望

節



款

大事業

平成28年度企画書(プロムナードコンサート)案

目的

10教育費

14音楽振興事業費

'プロの演奏を野外で気軽に聞ける機会を提供し、古賀市の文化度のクォリティの向上を図る。
'子どもと一緒に参加できるコンサートを意識し、子育て世代が文化芸術に触れる機厶を提供する。

対象

項

実施日

中事業

一般市民

前年度3月

6社会教育費

1野外音楽鑑賞事業

4月

委託先業者を選定する選考委員会を設置。選定方法は指名プロポーザル。

5月

日時
(予定)

目

委託先業者に、仕様書を発送。質問は期限を設け、回答は一斉に行う。

小事業

6月~

8文化芸術費

8月~10月(1日)

選考委員会にて提出された企画書、見積をもとに採点を行う。
委託先が決定次第、契約。その他業者には不採用通知を送付。

内容

プロの演奏が無料で聞ける機会はなかなかない。古賀市では平成14年から本事業を続けている
が、市外からの来場者からは文化度が高いとの言葉もあった。開け放たれた野外でのコンサート六
ので、通りすがりにきたという人も珍しくなく、子どもをっれてきていても室内のように大人しく座らせ
ておく必要がないので、子育て世代の保護者にも人気が高い。毎年楽しみにしている来場者も多く、
古賀市の特色ある事業のーつになりっつぁる。゜'
プロの演奏をきき、その出演者のファンになったという声もすくなくなく、文化芸術に興味関心をも

つきっかけにもなりぇる。今後も継続して続けていくことでさらなる文化芸術の振興にっオ、げる

8月~10月

委託先と協議を重ね、形にしていく。
業者より行事予定表、ポスター、チラシ等提出してもらう。

本番。アンケート集計も含め、報告書を提出。

an

8報償費

13委託料

H27年度予算額

細且Π

1報償費

5その他委託料

0円

合計

糸田々且Π
31スタッフ謝礼

31野外音楽講演委託

予算根 見

誇りをおこす

予算額

10000

1,500,000

備考

1,510,000

H28年度予算額

1,510,000円

行政がおこす

12

文化のまちづくりの会 1.000円 XI0人

根拠

演奏委託一式
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内
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展
望



款

大事業

10教育費

目的

平成28年度企画書(市民音楽祭)

14音楽振興事業費

'古賀市の文化芸術振興に寄与し、公益性の高い企画・運営を行う団体を支援する。
'市民とプロが交流する機会を設け、文化芸術活動の活性化を図る。゜

対象

項

7月下旬~8月上旬
(1日)

実施日

中事業

市民

6社会教育費

古賀市文化協会の自主事業。

プロの歌手を招いての有料コンサートであるが、より多くの市民に本物の芸術に触れてほしいという思
いから、古賀市民は通常料金から1000円の割引がある。"
メインゲストはプロの音楽家、その他ゲストは市民活動団体が出演する予定。

1音楽振興事業

内容

市民音楽祭本番

目

日時
(予定)

小事業

【団体】

集客目標700人。バラエティーにとみ、市民二ーズに合った出演者を招く。
【行政】

市民音楽祭はすでに市民に根付いている事業であり、プロの音楽家と市民が共同で出演する貴重六
機会である。入場料を徴収することで、よりグレードの高い事業展開ができ、なおかっ文化1カムだから
こそ持ちぇる文化芸術活動団体との根強いネットワークを通して広域的な周知を行っている。
古賀市民は無料の文化芸術に触れる機会の提供に慣れすぎているとの意見もある中、グレードの高い
企画及び連携の取れた運営で、市民の文化芸術に対する興味・関心を刺激し△以上の文化芸術に
対する意識の高い市民の開拓・掘り起こしに寄与することを期待する。

8文化芸術費

7月下旬~8月上旬

リーパスプラザ大ホール

会場

19負担金、
補助及び
交付金

H27年度予算額

1,500,000円

細三P

4補助金

糸田々且Ⅱ

合計

1文化芸術事業補助

予算根拠

予算額

1,500,000

誇りをおこす
誇りをおこす

H28年度予算額

1,500,000

1,500,000円

備考

音楽振興活動支援事業(市民音楽祭)1,500,000円

行政がおこす
団体がおこす

根拠

13

内
容

展
望

一
一

節



款

大事業 13市民活動支援事業費

2総務費

目的

'幼い子どもからお年寄りまで出来るだけ多くの市民の方や、日頃生のオーケストラ演奏になじみのな
い方に低料金で古典の名曲に接していただき心の安らぎと感激を提供したい。
'地元の小中高生の参加や、身体障害者、独居高齢者等の方々への演奏会の招待等を行い、クラシッ
ク音楽の体験'鑑賞の機会を作ると同時に古賀市より近隣市町はもとより全国へ古賀市の文化芸術の
レベルの高さを発信する。

平成28年度企画書(定期演奏会)

対象

項

中事業

実施日

前年度6月

市民

12月

1総務管理費

4公募型補助金事業

1月

2月

3月

4月

目

日時
(予定)

5月

小事業

6月(数時間)

【演奏曲目】

ボロディン作曲「中央アジアの草原にて」、メンデルスゾーン作曲「バイオリン協奏曲」
チャイコフスキー作曲「交響曲第5番」
入場料前売りJ,000円当日:1,200円高校生以下無料

9地域支援費

選曲決定、楽譜準備、編成打合せ開始

スケジュ」ル

講演依頼、ポスター・チラシデザイン検討

会場予約

【団体】

26年度実績では有料来場者150名程度、学生、障がい者等の招待者は80名程度であっナーム年度
は、あらゆる媒体を通じ500名程度まで集客したい。また、同時に団員も募集し、15名程度の増加を図
ノたい。
【行政】

古賀市唯一のオーケストラ団体である。資金面の問題解決、団体の増員が必要であり、補助金終了後
の展開を団体と共に検討していきたい。

練習会場4月以降分予約

学校、施設、団体(老人会等)へご案内訪問
プログラム作成

6月中旬

ステージ打合せ、当日会場スタッフとの打合せ

指揮練習開始

本番リーパスプラザ大ホール

19負担金、
補助及び
交付金

H27年度予算額

細三Π

473,000円

4補助金

環境づくり
古賀市の新しい魅力を興す

細々且Π

合計

予算根拠

41公募型補助金

、

予算額

人にやさしいまちづくり

1,925,000

H28年度予算額

備考

1,925,000

473,000円

定期演奏会
夏休みこども体験教室
古賀市第九演奏会
演劇ワークショップ
絵画プロジェクト

14

根拠

行政がおこす
団体がおこす

473,000円

212,000円

409,000円

500,000円

331,000円

短期

内
容

展
望

Σ

節



款

大事業

目的

13市民活動支援事業費

2総務費

平成28年度企画書(演劇ワークショップ)

・心豊かな人材育成、世代間交流、文化芸術振興を図る

対象
参加者小学生以上の市民
来場者市民

実施日

項

中事業

5月~7月(数日)

1総務管理費

10月頃(数時間)

4公募型補助金事業

演劇ワークショップ内容

リーパスプラザ研修棟会場

参加料未定

古賀市内の小学3年生以上から一般成人を対象に舞台芸術の演劇を通して、表現力、創造力、コミュニ
ケーシヨン能力を養うため、演劇ワークシヨップを行う。また、古賀の歴史、文化、まちづくりを題材にオリ
ジナル脚本、オリジナル曲を作成し、ワークショップ参加者も舞台体験が出来るよう一緒に公演を行う。

日時
(予定)

内六 市民劇団DAICOONミュージカル公演
リーパスプラザ大ホール会場

入場料前売り■,200円(子ども500円)当日:1,500円(子ども700円)

目

【団体】
集客目標:1000人

創造的活動、演劇活動などの表現手法による、自分と異なる状況を擬似的に体験することにより、他者.
自己認識の力や伝える力の向上、自己肯定感が自信を持っことにっながり、コミュニケーション台"力の
向上につなげる。
【行政】

古賀市で唯一の子どもを巻き込んだ演劇団体であり、上記にも書いてあるとおり、古賀市の文化芸術振
興だけでなく、大人子ども関係なくコミュニケーションカや自己表現力の向上に、大いに寄与する事業で
あると考える。ただし、資金面の問題で自立が難しい。古賀市としても支援していくべき団体であるので、
補助金終了後の支援体制をしっかり検討していきたい。

小事業

9地域支援費

詳細

下記のとおり

19負担金、
補助及び
交付金

H26年度予算額

500,000円

細三n

4補助金

細々節

環境づくり
古賀市の個性を起こす

合計

予算根拠

41公募型補助金

予算額

H27年度予算額

1,925,000

今ある宝を再認識する
眠った宝を起こす

備考

500,000円

定期演奏会
夏休みこども体験教室
古賀市第九演奏会
演廓」ワークショップ
絵画プロジェクト

1,925,000

根拠

15

行政がおこす
団体がおこす
団体がおこす

473,000円

212,000円

409,000円

500,000円

331,000円

短期

内
容

一
一
一

展
望

一
一

節



款

大事業

目的

13市民活動支援事業費

平咸28年度企画書(夏休みこども体験教室)

2総務費

対象

'古賀市内のこどもたちに、文化芸術を体験してもらうことで、文化芸術に対する興味.関心を引き出す。

市内在住の幼児~中学生

実施日

項

1月~2月

中事業

3月末

4月初旬

1総務管理費

4公募型補助金事業

5月

5月

日時
(予定)

6月初旬

7月初旬

7月下旬~8月上旬

目

ダンス、詩吟、フラダンス、バレエ、浴衣の着付け、お茶、書道、絵画、工作、パン作り、お菓子作りの教
室を各2回ずっ開催予定。"ハ"""

小事業

スケジュール

講座と講師を募集

当年度講座およぴ講師の決定

9地域支援費

【団体】

文化協会を知ってもらう。また、子どもたちが生涯学習の出発点として、文化芸術を咸じ、自分の好き六
こと、合っていることを探してもらいたい。'
【行政】

子どもたちを対象に文化芸術の様々な体験ができ、非常に公益性および市民二ーズが高い事業であ
る。実施体制も安定しているので、あとは資金面の問題解決が必要である。団体と今後の展開をしっか
り検討していきたい。゜

チラシと申込書を市内小・中・幼稚園各所に配布絲如,500枚)

下記記載

古賀市行事予定表裏面に掲載

研修棟の申し込み

体験教室の開催リーパスプラザ研修棟(20数講座実施予定)

古賀市広報に掲載

19負担金、
補助及び
交付金

申し込み受付

H26年度予算額

212,000円

細三n

4補助金

環境づくり
古賀市の個性を起こす

誇りをおこす

細々節

合計

予算根拠

U公募型補助金

予算額

1,594,000

H27年度予算額

眠った宝を起こす

備考

212,000円

1,594,000

定期演奏会
夏休みこども体験教室
古賀市第九演奏会
演皮」ワークショップ
絵画プロジェクト

根拠

行政がおこす
団体がおこす
団体がおこす

16

473,000円

212.000円

409,000円

500,000円

331,000円

短期

内
容

展
望

一
一

節



款

大事業

平成28年度企画書(絵画で古賀市を元気にするプロジェクト)

13市民活動支援事業費

目的

'古賀市在住の児童の絵画表現活動の奨励支援を、下記の内容を中心に市民参加で推進すると
ともに、このことを学校、家庭、地域住民間の交流の促進、紳の強化を図り、協働の明るし寸元』オ、
まづくり」に貢献する。"'
1.古賀市内における市内在住児童の絵画の展示
2.作品の審査および表彰式の開催
3.児童・保護者を対象とする絵画教室の開催

2総務費

対象

項

出展者
来場者

中事業

実施日

市内在住の小学生
一般市民

4公募型補助金事業

1総務管理費

4月

6月下旬

フ~8月

9月初旬

12月中旬(数日)

9月末

10月中旬~3月中旬

12月中旬(1日)

12月中旬~1月中旬

11月初旬~12月初旬

日時
(予定)

目

小事業

上記他、一年間通じて必要に応じて市内各所に展示を行う。
'古賀市ない全小学校を対象に協力を経て、児童会が活動および作品の出展
'児童、家族を対象とする絵画表現活動支援(絵画教室)
・入選作品の展示

・入賞者の表彰および表彰式の開催
・外部協力団体、企業による協賛展示
・児童作品返却

3月下旬

9地域支援費

スケジュール

絵画表現活動支援(絵画教室等)

【団体】

平成27年度からの3年間で作品出展児童1,500人を目指す。また、絵画表現活動支援の活性化を
目指す。さらに、賛同する企業・団体による作品展示においては、本年度は2~3箇所、3年間で6
箇所を目指す。""
【行政】

他団体との共同で行っている事業で、広域的な協力体制が出来ており、安定した運営が行われて
いる0補助金終了後も十分自立した事業実施が可能であり今後はPRや周知の面で支援していき
たい。

児童作品募集案内

会議

下記のとおり

作品展示リーパスプラザ大会議室

児童作品回収

表彰式リーパスプラザ大ホール

作品審査

コスモス館びはらホーム

且Ⅱ

西鉄バス宗像

19負担金、

補助及ぴ
交付金

児童作品返却

千鳥苑

H26年度予算額

細三n

331,000円

弊甫助金

環境づくり
古賀市の個性を起こす

古賀市の新しい魅力を興す

細々節

合計

41公募型補助金

π

予算額

1,594,000

H27年度予算額

今ある宝を再認識する
眠った宝を起こす
さわめきづくり

備考

1,594,000

定期演奏会
夏休みこども体験教室
古賀市第九演奏会
演慮」ワークショップ
絵画プロジェクト

331,000円

根拠

17

行政がおこす
団体がおこす
団体がおこす
団体がおこす

473,000円

212,000円

409,000円

500,000円

331,000円

短期

内
容

一
一
一
一

展
望

一
一
一



款

大事業

目的

13市民活動支援事業費

ウラシツク音楽の素晴らしさに触れ、自ら参加・体験(歌う、演奏する、鑑賞する)をすることで一体威を
持てることや、古賀市の豊かな文化芸術の幅広さを市内外にアピールする。'

2総務費

対象

平咸28年度企画書(第九演奏会)

実施日

項

4月

中事業

市民

5月

6月

8月

1総務管理費

4公募型補助金事業

9月

10月

11月

日時
(予定)

オリエンテーション(合唱指導者、実行委員の紹介)

12月

合唱団員募集開始(広報、チラシ作成)

12月中旬

12月中旬(数時間)

練習開始a1月からオーケストラとの合同会i淘

目

小事業

スケジュール

ソリスト選定各合唱団とのん連絡調整

市民や市近郊の中高大生等の合唱部や吹奏楽部を巻き込みながら、演奏を市民オーケストラ△n日を
公募した市民合唱団が行う。

9地域支援費

翌年1月

演奏会関係者との打ちあわせ、プログラム完成、アンケート作成

広告協賛企業回り、各合唱団との合同練習

下記のとおり

【団体】

昨年度はアンケート調査が出来なかったので、今年度はしっかりと実施してぃきたい。また、来場者を
増やすために、学生は無料にすることで若年層の増加を図り、会場の客席を満席にする。
【行政】"日"'゜
資金や運営に関しては安定した体制が確立されており、十分に自立可能な団体であり、二っの団体が
共同して事業実施を行っているモデルケースである。'
今後の支援方法としては、周知やPR面で行っていきたい。

チラシ・ボスター・チケット作成

プログラム作成

リハーサル、来年度会場予約

演奏会本番リーパスプラザ大ホール
開場:14時30分開演ほ5時
曲目:交響曲「第九番」合唱つき

19負担金、
補助及び
交付金

H26年度予算額

反省会、アンケート集計

細負行

409,000円

4補助金

環境づくり
古賀市の個性を起こす

環境づくり

糸田々且Π

合計

予算根拠

閉公募型補助金

予算額

今ある宝を再認識する

1,925,000

H27年度予算額

備考

1,925,000

409,000円

定期演奏会
夏休みこども体験教室
古賀市第九演奏会
演陶」ワークショップ
絵画プロジェクト

根拠

18

行政がおこす
団体がおこす
団体がおこす

473'000円

212,000円

409.000円

500,000円

331,000円

短期

内
容

一
一
一

展
望

Σ

節


